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論 文 内 容 の 要 旨 
ジュラ紀中世(Bajocian)放散虫化石群集の変遷を明らかにする目的で、美濃帯犬山地域鵜沼セクション珪質
泥岩連続層序に含まれるマンガンノジュール中の放散虫化石の古生物学的研究を行なった。 
鵜沼セクションの放散虫群集の構成種数は、１層準あたり約三百数十種で、５層準（下位からIN-16、 IN-10、 
IN-7、 IN-3、 IN1）あわせて500種を超える。Spumellaria目、Nassellaria目それぞれ約50属の多様な群
集であり、ほぼジュラ紀中世(Bajocian)当時の遺骸群集組成を示すとみられる。鵜沼セクションは、IN-16～IN-1
がTricolocapsa plicarum zoneの下―中部に、IN-16～IN-3がUA3 zone、IN-1がUA4 zoneに対比されること
から、鵜沼セクションの年代は、early-late Bajocianであり、約300万年の年代幅をもつとみられる。 
５つの放散虫群集間の類似度は約 0.6-0.8で互いに類似性が高い。Spumellaria/Nassellaria(S/N)はIN-1
を除きほぼ0.8で、絶滅種数・出現種数はともに数十種である。形態別種数はほぼ同数である。また、中位層
準の3つの放散虫群集の短期間種比は約0.1であり、１割以下の短期間種の入れ替わりを示す。これらから、
鵜沼セクションにおけるBajocianの放散虫群集は定常的な変遷をしたと考えられる。 
５つの放散虫群集間に構成種の違いがみられる。IN-16の群集において絶滅種数が多い。IN-1の群集におい
てSpumellaria種数が減りS/Nは他の層準より0.1低く、Nassellariaの出現種数が増す。また、IN-16・IN-1
の群集のSpumellariaの腕状殻の一部が、中間層準の群集の楕円球殻・環状殻と入れ替わっている。そして、
IN-16の群集においてNassellaria の紡錘型殻の多様化がみられ、上位群集ほど紡錐型殻が少なくなるのに対
し、多節塔状殻が多くなっている。これらから、Bajocianの放散虫化石群集の変遷は、種が少しずつ入れ替わ
っていく漸移的なものであったと考えられる。 
Bajocian の美濃帯構成層が堆積した付近の海洋には、古黒潮・古親潮や湧昇流が存在していた可能性がある。
西パンサラッサ海の放散虫群集はテーチス海より多様であり、温暖種・寒冷種・深海種が存在する。さらに、
middle-late Bajocianの西パンサラッサ海の低緯度から中緯度地域放散虫群集において、温暖種から寒冷種に
入れ替わった傾向がみられるが、タクサの棲息地域拡大の可能性もある。すなわち、Bajocian当時、西パンサ
ラッサ海の半遠洋域に放散虫の繁栄に適した環境が存在し、多様な放散虫が棲息していたと推察される。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
ジュラ紀の生物界は、一般的にはアンモナイトや恐竜などの古生物で代表されることが多い。しかしながら、
当時の広大な古太平洋（パンサラッサ海）などに繁栄したプランクトンの代表格である放散虫類も重要なフォ
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ーナであった。この放散虫化石群の群集解析から、その進化様式や当時の海洋環境変遷が復元できると期待さ
れる。 
本論文の著者が検討した鵜沼セクションは美濃帯犬山地域に位置し、ジュラ紀中世（Bajocian）の連続層序
を保持している。また、同セクションはパンサラッサ海西部の半遠洋域深海底で形成された珪質泥岩（含マン
ガンノジュール）から構成され、他に類を見ない保存良好な放散虫化石を産する。本セクションにおいて多様
な手法を用いて放散虫化石群を群集解析した。その結果は、次の通りである。 
1． 鵜沼セクションの年代幅は、Bajocian前-中期の約300万年である。 
2． 各層準の放散虫化石群集はいずれも約320-340種で構成され、全層準を通して500種を超える多様な種
で構成される。 
3． 各層準の群集組成間の類似度は、層準間隔が広くなると低下する。 
4． 各層準の群集には約10％の短期間種が含まれ、ほぼ一定の絶滅・出現率を示す。 
5． 上位ランクの分類群（亜目）の各種数は全層準にわたってほぼ一定であるが、下位ランクの分類群（属）
の各種数は各層準間で大きく変化する。 
6． 下位層準から上位層準へ温暖種が減少し、寒冷種・深海種が増加する傾向が見られる。 
これらの結果をもとに、放散虫群集は多様性を保ちながらも、定常的に群集変遷を行っていたと結論した。
さらに、群集変遷特性から遺骸群集の形成場がパンサラッサ海西部の低緯度北部域-中緯度南部域での古黒潮と
古親潮の合流域であったとし、Bajocian中期に古親潮が優勢化したと考察した。 
本論文で明らかにされた上記の検討結果と考察内容は、群集解析法の有用性を示すとともに、放散虫群集の
変遷・進化様式や地理的分布に新しい解釈を与えるものである。これらの成果は、地球史学・古生物学分野に
大きく貢献するものである。よって、本論文は博士（理学）の学位授与に値すると審査した。 
